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①炭素−金属ハイブリッドナノ構造体の創成とその機能
　金属原子と炭素原子の結合は炭素原子が３重結合
性となり（エチニル基）、金属
原子が陽イオン的にエチニル基
が p* 軌道にこの電子を吸引し
て陰イオン的になることによっ
て安定化する。このような状態
は準安定状態であり、熱や光に
よって中性化反応を起こし、金
属集団と炭素集団への分離、即
ち偏析を示す。この時、重い金
属は中央部に軽い炭素は外縁部
に集まる。この原理を利用して
Cu2C2 ナノワイヤー単結晶から
作成した Cu@Carbon-Tube の例
を図の上部に示す。これは、酸
素分子の吸着によりホールが注
入され伝導度が上昇することか
ら室温酸素ガスセンサーとして
応用可能である。銀原子にベン
ゼン環を持つフェニルエチニル
基をつけた一次元ワイヤー分子
(Ag-C≡C-C6H5)4n 分子のワイヤ
ー結晶は数十ミクロンの長さ
で、再結晶溶媒の種類によって
太さが 20–100 nm のオーダーで
変化させることができる。銅の
ナノシートも (Cu-C≡C-t-Butyl)24

クラスター分子薄膜の光反応に

よって作成可能であり、フォトリソグラフに応用で
きる。このように、炭素−金属ハイブリッドナノ構
造体はこれまでになかった新しい機能を発現し、構
造との研究と相まって、面白い分野を作りつつある。
②波長可変ピコ秒レーザーによるナノ構造体の振動分光
③分子クラスターイオンにおける分子間相互作用と

電荷移動・エネルギー移動
④液体中でのクラスター形成による局所構造の発生

と“Micro Phase”の生成
③のテーマでは、波長可変ピコ秒共鳴ラマン時間分
解スペクトルの観測を通じて、ナノ構造体の反応の
ダイナミックスを調べている。④では、イオントラ
ップトリプル四重極質量選別システムと、赤外、可
視・紫外波長掃引レーザーシステムとを組み合わせ
て、質量選別された特定のクラスターに光を吸収さ
せ、エネルギーが最終的には付着したアルゴン原子
等を解離させることを利用して、クラスターの吸収
スペクトルを測定している。得られたスペクトルと
精密な理論計算によって得られたスペクトルを比べ
あわせて、構造決定を行う。最近は金属イオンの水
和構造の決定を行っている。
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